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研究 

テーマ 

『思考力・判断力・表現力等』を身に付けさせるための言語活動を取り入れ

た主体的・対話的で深い学びの推進 

本年度の 

研究目標 

（１）変化の激しい時代を生き抜く力を育むために、各教科で生徒に身に付

けさせたい力を着実に育む。 

（２）教育活動の中で、効果的に言語活動を取り入れることにより、主体的・

対話的で深い学びを推進する。 

研 究 の 実 施 内 容 

実施月日 内       容 
備 考 

(対象生徒等) 
５月８日 

６ 月 ２ 日

～ ６ 月 ６

日 

10月 21日 

11 月４日

～11 月７

日 

11月７日 

 

 

 

11月 19日 

・第 1回あいちラーニング委員会（毎週木曜日 1限開催） 

・言語活動週間(前期) 

・言語活動週間アンケート 

 

・現職研修（愛知淑徳大学・加藤智准教授） 

・言語活動週間(後期) 

 

 

・公開授業・研究協議会（愛知淑徳大学・加藤智准教授） 

 

 

 

・研究成果合同発表会 

管理職・教科主任等 

 

全職員 

 

 

 

全職員 

全職員 

 

 

 

 

全職員 

尾張地区 

国語（梅森）地歴公民

（早川）数学（横井）

理科（服部）保健体育

（田中）英語（鷲津） 

 

研究成果の評価及び普及・還元に関する実績 

１ 本年度の研究取組について 

令和５年度までにＩＣＴを活用した授業改善について取り組んでおり、令和６年度は「言語活動を

取り入れた主体的・対話的で深い学びの推進」をテーマに、意識的に「言語活動」を取り入れた授業

改善を図った。 

今年度は昨年度の反省を踏まえ、言語活動を通して、何を目指していくのか共通認識を図ること、

学力を犠牲にしないなどを考慮し、昨年度のテーマの冒頭に、『思考力・判断力・表現力等』を身に



  

 

付けさせるための言語活動を付け加え、目的の共有を図った。 

一宮南高等学校グランドデザイン２０２５（図１）に示された育成したい資質・能力を全職員が意

識し、その中でも①思考力②発信力③創造力に特に焦点を当て、授業改善を図った。 

年間行事計画の６月、１０月の年２回の授業参観週間期間中に「言語活動週間」を実施し、教員及

び生徒に授業での言語活動を意識させた。 

６月の言語活動週間の教員アンケートをもとに、愛知淑徳大学・加藤智准教授による現職教育を実

施し、ご助言いただいた。 

１１月に授業公開（国語、地歴公民、数学、理科、保健体育、英語）を行った。愛知淑徳大学・加

藤智准教授からも参観後にご指導・ご助言いただいた。 

 

 
図１ 一宮南高等学校グランドデザイン２０２５ 

 

２ あいちラーニング委員会 

 毎週木曜日の教科主任会で委員会を開催した。全職員へ周知を図るため、委員会の内容を教科会で

共有してもらい、意見集約をして委員会に持ち寄る形式で進めた。 

 言語活動週間等のアンケート集約や授業公開に向けた意見交換を進めた。 

 公開授業における各授業の実施内容を各教科会で検討してもらい、進捗状況を確認した。 

 

３ 言語活動週間 

 年間行事計画の６月、１０月の年２回の授業参観週間中の１週間に言語活動週間という期間を設

け、教員にも生徒にも、いつも以上に言語活動の充実を図った授業への意識づけを行った。 

言語活動週間後に教員にアンケートを取り、どのくらい言語活動を意識した授業が実施できている

か、必要性や課題等を把握した。（図２～４） 

 
図２ 言語活動を意識した授業を実施したか 

 
図３ 言語活動は思考力・判断力・表現力の育成に有効だと思うか 



  

 

 
図４ 言語活動を意識した授業の課題 

 

４ 参観者用ワークシート（愛（eye        ）のメッセージ） 

 今年度の言語活動週間から、参観者用ワークシート（図５）を導入し、参観者が主体的、対話的、

深い学びの各観点に、より着目しながら参観することを図った。また、授業者にワークシートを渡す

ことで授業改善を図った。 

 言語活動週間後のアンケートでは、ワークシートを使用した参観者及び授業者の約９割が役に立っ

たと回答した。 

 
図５ 参観者用ワークシート 

 

５ 現職教育 

 言語活動週間のアンケート結果を踏まえて、愛知淑徳大学・加藤智准教授からご助言をいただいた。

何を育成したいのかの明確化や手段ではなく、目的・目標の共有等の研究の方向性の整理から具体的

な事例をもとにご指導いただいた。 



  

 

６ 公開授業 

令和７年１１月７日に公開授業および研究協議会を開催した。３２名が参加した。当日は愛知淑徳

大学・加藤智准教授にもお越しいただいた。 

一宮南高等学校グランドデザインの育成したい資質・能力をαとして、各授業者が言語活動を意識

した授業を実施することで身に付けさせたい力を１つ設定した。生徒向けに事後アンケートを取り、

生徒の受け取り方と比較した。 

言語活動の分類、活動の見方（表１）をβとし、行う言語活動の共通認識を図った。 

指導案の代わりとして、共通の様式で、授業者用ワークシート（図６）を使用した。主体的・対話

的で深い学びに関しての簡単な記載があり、授業者はその時間で実践したいことをチェックリストか

らチェックし、参観者が着目しやすいようにした。また授業者の負担軽減と、言語活動を行う上での

共通認識を図った。 

 

 
図６ 授業者用ワークシート 

 

＜日程＞ 

13：30～14：00 開会行事 

14：15～15：05 公開授業【科目・学年】（教室） 

国  語  梅森 千晶 【論理国語・２年】（２年１組） 

地歴公民  早川 佳輝 【公共・２年】（２年４組） 

数  学  横井 俊太 【数学Ⅰ・１年】（１年５組） 

理  科  服部 義大 【生物基礎・１年】（１年１組） 

保健体育  田中 裕基 【保健・１年】（１年４組） 

英  語  鷲津 実咲 【英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ・１年】（１年８組） 

15：20～15：50 講義及び助言（視聴覚室） 

愛知淑徳大学教育学部教育学科准教授 加藤 智 氏 

16：00～16：30 研究協議会・分科会 

 



  

 

当日実施した公開授業 

教

科 

科目 

「単元名」 

授業者 育成したい

資質能力α 

言語活動の分類 

活動の見方 

β 

言語活動の特色 

分類 活動 

国

語 

論理国語 

 

「資料を整理し、

テーマを吟味し

よう／仮説を立

てて検証しよう」 

梅森 

千晶 

①思考力 （１） 

 

イ 

Ｆ 間違いを恐れず、自分の考え

を発信することができる活動

である。自分がアイデアを出

すこと、同時に相手の考えを

受け止めることがグループに

とって有益であることを実感

させたい。 

口に出して表現することが苦

手な生徒でも、端末に入力す

ることで意見を表明すること

もできる。 

地

歴 

公

民 

公民 

現代社会の諸課

題 

２政治 

早川 

佳輝 

①思考力 （１） 

イ 

（ⅱ） 

Ｆ 設定した課題について自分の

意見を持ち、グループで話し

合いながら、自分の考えをよ

り深めていく。 

数

学 

数学Ⅰ 

第４章 

図形と計量 

第２節 

三角形への応用 

横井 

俊太 

②発信力 （１） 

イ 

（ⅰ） 

Ｅ 解答に向けた方針の共有と言

語化による理解 

理

科 

生物基礎 

 

ヒトのからだの

調節 

服部 

義大 

②発信力 （１） 

イ 

（ⅱ） 

Ｆ 概念を解釈し、自分の言葉で

説明する力を養う。 

また、互いの考えを伝え合い、

自らの考えや集団の考えを発

展させる。 

保

健 

体

育 

保健 

（１）現代社会と

健康 

１２がんの予防

と回復 

田中 

裕基 

①思考力 （１） 

イ 

（ⅰ） 

（ⅱ） 

Ｂ 

 

Ｆ 

がんの予防と回復について、

運動・食事・睡眠の各側面か

ら考え、グループで話し合い

ながら新たな気づきや考えを

昇華させていく。 

英

語 

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 

 

Chapter ４ 

OriHime - A 

Vehicle of Your 

Heart 

鷲津 

実咲 

②発信力 （１） 

ア 

（ⅱ） 

Ｅ 身近な先生の問題を自分ごと

として考え、解決策を英語を

用いて他者と協力して発信す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

表１ 言語活動の分類、活動の見方β 

分類…言語の役割を踏まえ言語活動を分類した

もの 

活動…思考力・判断力・表現力等を育むための

学習活動 

(１) 知的活動（論理や思考）に関すること 

ア 事実等を正確に理解し、他者に的確に分

かりやすく伝えること 

 (ⅰ) 事実を正確に理解すること       

(ⅱ) 他者に的確に分かりやすく伝えること 

 イ 事実等を解釈し、説明するとともに、自

分の考えをもつこと、さらに互いの考えを

伝え合うことで、自分の考えや集団の考え

を発展させること 

(ⅰ) 事実等を解釈し、説明することにより自

分の考えを深めること 

(ⅱ) 考えを伝え合うことで、自分の考えや集

団の考えを発展させること 

(２) コミュニケーションや感性・情緒に関する

こと 

ア 互いの存在について理解を深め、尊重す

ること 

イ 感じたことを言葉にしたり、それらの言

葉を互いに伝え合ったりすること 

Ａ 体験から感じ取ったことを表現する 

Ｂ 事実を正確に理解し伝達する 

Ｃ 概念・法則・意図などを解釈し、説明した

り活用したりする 

Ｄ 情報を分析・評価し、論述する 

Ｅ 課題について、構想を立て実践し、評価・

改善する 

Ｆ 互いの考えを伝え合い、自らの考えや集団

の考えを発展させる 

表２ 生徒向けのアンケート結果 
「とても身についた」と回答した生徒の割合 

論理国語 思考力 発信力 創造力 

とても身についた 61% 50% 55% 

やや身についた 37% 45% 45% 

あまり身についていない ２% 5% 0% 

まったく身についていない 0% 0% 0% 

 

公共 思考力 発信力 創造力 

とても身についた 52% 4９% 33% 

やや身についた 45% 39% 58% 

あまり身についていない 3% 12% 9% 

まったく身についていない 0% 0% 0% 

 

数学Ⅰ 思考力 発信力 創造力 

とても身についた 55% 43% 43% 

やや身についた 40% 45% 5２% 

あまり身についていない 5% 10% 5% 

まったく身についていない 0% ２% 0% 

 

 



  

 

生物基礎 思考力 発信力 創造力 

とても身についた 32% 24% 19% 

やや身についた 68% ６０% 68% 

あまり身についていない 0% 16% 1３% 

まったく身についていない 0% 0% 0% 

 

保健 思考力 発信力 創造力 

とても身についた 60% 54% 49% 

やや身についた 40% 40% 49% 

あまり身についていない 0% 6% 3% 

まったく身についていない 0% 0% 0% 

 

英語 思考力 発信力 創造力 

とても身についた 45% 50% 37% 

やや身についた 50% 47% 61% 

あまり身についていない 5% 3% 3% 

まったく身についていない 0% 0% 0% 
 

７ 成果と課題 

 昨年度から継続して言語活動を研究テーマとしたことや、今年度新たに参観者用ワークシートや授

業者用ワークシートを取り入れたことで、多くの教員が授業改善に取り組むことができた。 

 昨年度の公開授業での生徒アンケート結果（表２）では、教員の育成したい資質・能力と生徒が身

についたと思う資質・能力が一致した科目は４科目中２科目だった。それに対し、今年度は６科目中

５科目に向上した。この要因としては、研究テーマで『思考力・判断力・表現力等』に重きを置くこ

とを共通認識としてもったことや、共通様式のワークシートを用いることで目的の共有ができたこと

などが考えられる。 

 表３のように、昨年度と同じ内容のアンケート結果と比較すると、思考力、発信力、創造力のどの

項目においても、とても身についた、やや身についたと回答した生徒の合計割合が増加した。 

 言語活動を意識した授業を行うことで、グランドデザインに示されている育成したい資質・能力が

身に付きつつあると考えられる。 

表３ アンケート結果の比較 

  思考力 発信力 創造力 

今年度 
とても身についた 50.7% 

97.3% 
44.8% 

91.0% 
39.4% 

94.6% 
やや身についた 46.6% 46.2% 55.2% 

昨年度 
とても身についた 55.0% 

94.6% 
34.9% 

88.6% 
45.0% 

92.6% 
やや身についた 39.6% 53.7% 47.7% 

 昨年度に引き続き、言語活動を意識した授業を行う上で、授業進度の遅れや評価の方法について不

安を感じる教員が一定数いるため、授業の展開方法について引き続き検討していきたい。 

 今回はグランドデザインの①～③に絞ることで、一定の成果は示されたが、他の資質・能力につい

ても育成していくことができるように、継続して授業改善を行っていきたい。 

 


